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箱根火山における泉温および水位の連続観測,昭和50年 (1975)
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(Abstract)

This is a 1975 annual r∝ ord Of the cOntinuous observation of temperatures at 9 stations and

water‐levds at six stations. The temperature anomaly of thermal waters encountered in the eastern

flank of Kamiyama has still been kept at abOut boiling point more than 3 years.

The annual variations Of waterlevels at the stations of Yumoto and Miyanoshita have been

lowering with 70 cm/year.

1. はしがき

箱根火山周辺における温泉の産状は,大別すると中央火口丘とその周辺から湧出するものと,基盤
岩類 (早川層群,湯ケ島層群)中の割れ日系から湧出するものとに 2分 される (大木,平野1970,小

鷹ら1972)っ

昭和42年 (1967)に起きた異常高温は,中央火口丘から湧出する温泉の一部に起きたものである。

泉温の連続観測は異常高温発生時から続けている。また,泉温観測と並行して温泉水位の連続観測を

実施している。ここに昭和50年度の観測結果および過去 8年間の経年変化を報告する。
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2.泉 温の経年変化

図 1に 泉温および温泉水位の観測位置を示す。図 2は過去 8年間の泉温の経年変化を示し,伊東ら

(19る)が実施している箱根火山地震の月別頻度分布を示した。また,「神奈川県気象月報」による

箱根大4Fl谷地域の降水量を示 し相互の関係を比較 した。

図に示す 9箇所の泉温観測の うち,自 然湧泉は 7箇所あり残 りの 2箇所はエアー リフ トポンプによ

り揚湯を行なっているぅ

エアーリフトボンプによる源泉は,筆光館 (元宮城野村50号)と 松坂屋(元元箱根村 9号)である。

翠光館の源泉は,昭和42年 5月 に起きた異常高温源泉の一つであるぅ温泉実態調査 (神奈川県衛生

部,1972)の記録によると,昭和41年の泉温は64Cであった。この泉温が異常高温時に92℃ を記録し

∞℃近くまで急 上昇した.こ の原因の関連づけとして,昭和41年 6～ 7月 に発生した箱根火山群発地

震であると推定されている (人木ら1967)。

泉温急上昇後の変動 |ま ,子L内亀裂の崩壊や揚湯装置の故障などで欠測が続いたことや,自動制御装

置による温泉の断続的揚湯のため泉温のパラツキが大きかった。これらの条件を考慮しプロットした

値でも90℃前後を示し,昭和42年から現在 (昭和50年)まで高温が続いていることがわかる。

松坂屋源泉の泉温は,一定 (59。 5℃ )し た値を示し年間の季節変動による影響はほとんとないぅ

7箇所の自然湧泉のうち湯本新湯 (,1湯本町 7号),湯本総湯 (元湯本田J・ 9号 , この源泉では水位

観測を同時に行なっている), 紀の国屋 (元元箱根町 5号)のそれぞれの泉温変動は, 毎年降水によ

図 1 箱根火山における泉温および水位の観測位置
● 泉温観測 十 水位観測
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図 2 箱根大山における泉温および箱根火山地震の月別頻度と降水量との関係
c神奈川県衛生部温泉実態調査報告
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る季節変動を示し,同様な年周期をくり返す。

紀の国屋の湧泉は,駒ケ岳の山腹より自然湧出する浅層の温泉のため,特に降水の影響が大きい。
変動の多い年などでは 6℃ も上下する。また,泉温は昭和42年の観測当時から,年間の最高値が昭和
50年度では 3～ 4℃の低下を示している。

温泉実態調査の記録により,異常高温以前の 9箇所の源泉の泉温を示し,異常高温前後の関係を比

較した。これによると大木,平野(1970)に よる第Ⅲ帯 (塩化物泉)に当る源泉のみが急上昇を示し,
他の源泉の泉温は一定,あ るいはわずかに低下している。

一方,箱根火山地震は,昭和41年後,昭和47年 まで比較的少数ではあるが起きている。しかし,こ
の地震も静まり昭和48,49,50年 と平穏期が続いている。

底倉湧泉および姥子湧泉については後で述べる。

3. 底倉湧泉の泉温および湧出量

9箇所の泉温観測のうち底倉63号 (元温泉村68号),底倉18号 (元温泉村18号)の源泉は,泉温およ

び湧出量の測定を昭和49,50年 と行なった。図 3に 2年間の泉温および湧出量の経年変化を示した。

6S号源泉の湧出量の変動は, 降水による季節変動をよく示している。最高値は 9月 の 21`/min,

最低値は 2月の 15.8′ /minである。この変動はいずれも昭和49年に起きている。昭和Ю年度は降水

による湧出量の変動はほとんどなく,年間を通して前年度から21/min前後減少している。

泉温は湧出量の減少し始める昭和49年 9月 から上昇し,昭和Ю年 6月 には90℃ を示した。

18号源泉の湧出量の変動は,昭和49年に季節変動による影響をわずかに示した。昭和50年に入って

からは降水による変動は少なく, 1～ 2月 をのぞきほとんと一定 (10.5′ /min)であった。この湧出

量は,68号源泉と同様に昭和49年度に比べ約 21/min前後の減少を示している。
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図 3 底倉C68)号実線,底倉(18)号点線の泉温および湧出量と降水量との関係
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泉温は昭和49年10月に88.8℃ を示したのが最高で,昭和50年 4月 下旬から低下し9月 まで続いた。

この泉温は81.5℃ まで下った。10月には85.0℃ まで回復している。

4.姥子温泉の経年変化

姥子温泉 (元元箱根村 4号)の調査は,昭和43年から続けている。

図4に泉温,湧出量と降水量の関係を比較し,過去8年間の経年変化を示した。

姥子温泉は,箱根火山中夫火口丘の一つ神山の北面に位置し,神山山崩堆積物の中から自然湧出し

ている。浴槽はこの岩肌で囲み自然のままの状態になっている。

温泉の供給源のほとんとは,この地域に降る雨量である。毎年 3～ 4月 頃から浴槽の底に湧出をは

じめ, 4～ 5月 頃には浴槽からオーバーフローする。この時の泉温は45～46℃まで上昇する。また,

降水量が多くなる雨期には,浴槽より1.5解 の高所にある横穴から滝となって浴槽に流れ込む。この

頃の湧出量は1,000′ /minを はるかに越し,多い年には 2,0002/min以上を記録する。この湧出量は

減少しながら11月 頃まで続き,12月 でほとんど枯渇する。したがって年間のうち4カ 月間は渇水期と

なり,降水量に大きな変動がないかぎりこの年周期は変らない。

泉温は湧出量の増加する雨期が年間の最高値となる。昭和50年度の最高値は
"℃
を示した。この泉

温は,昭和46年頃から記録されるようになり数年続いている。昭和46年以前は45～46℃であり,高い

時でも48℃前後であった。

"℃
以上を示す泉温が数年続いていることは,強羅,小涌谷地域の温泉に起きた異常高温の影響が

姥子温泉に現われたものと推定される。

5。 温泉水位の経年変化

温泉水位の連続観測は,泉温観測と並行して昭和46年より行なっている。

図 4 姥子温泉の泉温および湧出量の経年変化と降水量との関係
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観測地点は,湯本 (き よ水旅館休止源泉,湯本総湯源泉), 須雲 (初花荘体止源泉)元箱根,宮の
下の県観測井,元箱根における芦の湖面の水面変動,以上 6箇所である。

図5に これらの水位の経年変化(過去5年間)を示した。同時に箱根大涌谷における降水量を示し,

水位との関係を比較した。

須雲,元箱根の観測井では,自 記記録計 (1カ 月巻)により観測を行なっている。また他の 4箇所
における観測は,月 1～ 2回の手測定である。

この図によると,湯本 (き よ水旅館体止源泉)お よび宮の下 (県観測井)の水位低下が毎年続いて
いることが注目される。

両者の低下は,降水量の増加する雨期に一時的に水位は回復する。しかし,前年度の最高時までは

達せず,年周期の最高値は低下を示している。観測値の最高または最低を線で結んでみると,き よ水

源泉の水位は毎年7いの低下を示し,宮の下(県観測井)の水位も毎年70ο需前後の低下を示している。
昭和Ю年におけるきよ水源泉の水位低下は大きく, 1月 に地表下6%を示していたのが,12月の下
旬には地表下 7.3解 を記録した。この低下は雨量による水位上昇もなく低下した。

初花荘体止源泉の水位変動は,昭和46,47,48年 5月 頃まで降水による季節変動をくり返し,昭和
47年の 1～ 9月 にかけては 1.2″ の変動を示した。しかし,この変動も昭和48年 5月 以後 (この年の
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3月 ,源泉より50～60解須雲川上流に砂防堰堤が完成)Ю年に至る現在,降水による変動は止まり,

約 1.0解 の水位上昇で安定している。この原因については広田ら (1973)も 示したように,堰堤によ

る地下水のily養が行なわれ,こ の源泉の水位安定あるいは,上昇を起させたものと思われる。ことに

昭和50年度の水位変動は少なく,最高最低値の差が30mである。

湯本総湯源泉,元箱根 (観測井)の水位変動は,降水による季節変動をよく示す,特に元箱根 (観

測井)の変動量は大きく, 1年間に 4解前後も上下する。また,年間の最高値を示す時期は,沖積平

野などにおける水位変動の最高値と比べ,2カ 月程度の遅れを示す。昭和50年度では最高値が11月 に

現われ 3カ月も遅れた。

芦の湖面の水面変動も元箱根 (観測井)と 同様な変動を示す。

6。 ま と め

泉温の連続観測は,昭和50年度で 8年余を数える。異常高温の影響は現在も続き,底倉68号 (元温

泉村68号),翠光館 (元宮城野村50号)の各泉温は∞℃ 前後を示している。一方底倉鍵号 (元温泉村

28号)は,昭和Ю年 3月 頃から湧出量の減少と共に泉温は低下し,2カ 月間で枯れてしまった。この

原因については不明である。その後,新たな所より湧泉は引き込まれ,再びこの源泉の測温を続けて

ヽヽる。

温泉水位の経年変化は,湯本 (き よ水旅館休止源泉), 宮の下 (県観測井)の水位低下が続いてい

る。この両者の低下は降水による水位変動を毎年くり返すが,変動の最高値あるいは最低値が年間70

備前後下っている。この低下原因の一つとして考えられることは,観測井周辺の温泉井での過剰揚湯

の現われである。
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昭和42年以来異常高温を保ち続けている蛇骨沢湧泉群
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